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『
景
社
紀
事
』
簡
介
お
よ
び
影
印

堤　
　
　

一　

昭

本
稿
は
、
西
村
天
囚
が
興
し
た
大
阪
の
文
会
（
自
作
の
漢
文
を

持
ち
寄
り
、
批
評
す
る
会
）「
景
社
」
の
規
約
・
同
人
・
例
会
の

活
動
を
漢
文
で
記
し
た
『
景
社
紀
事
』
の
概
要
を
紹
介
し
、
そ
の

画
像
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
景
社
紀
事
』
は
同
人
ら
の
手

に
な
る
自
筆
原
本
で
あ
り
、
記
載
は
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）

か
ら
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
及
ぶ
。
こ
の
時
期
に
天
囚
は
懐

徳
堂
の
復
興
に
む
け
て
尽
力
し
て
い
た
。
当
時
の
大
阪
・
京
都
の

漢
学
・
東
洋
学
の
主
な
人
物
の
交
流
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。
西
村
天
囚
は
じ
め
同
人
ら
の
他
の
資
料
と
も

対
照
し
て
、
新
た
な
知
見
を
得
る
手
が
か
り
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る（
１
）。『

景
社
紀
事
』
は
現
在
、
大
阪
大
学
総
合
図
書
館
の
石
濵
文
庫

に
所
蔵
さ
れ
る
。
石
濵
文
庫
は
、
大
正
か
ら
昭
和
四
十
年
代
初
に

活
動
し
た
東
洋
学
者
・
石
濵
純
太
郎
（
一
八
八
八
～
一
九
六
八
）

の
蔵
書
ほ
か
の
研
究
資
料
を
収
め
る
。彼
は
敦
煌
学
、ニ
コ
ラ
イ
・

ネ
フ
ス
キ
ー
と
共
に
取
り
組
ん
だ
西
夏
文
字
の
研
究
、
富
永
仲
基

ら
近
世
以
来
の
大
阪
の
学
術
研
究
な
ど
で
知
ら
れ
、
一
九
五
〇
年

に
は
懐
徳
堂
記
念
会
の
事
業
運
営
委
員
を
委
託
さ
れ
て
い
る（
２
）。
な

お
、
石
濵
は
天
囚
の
紹
介
で
景
社
に
大
正
五
年
四
月
二
十
五
日
か

ら
参
加
し
て
い
る（
３
）。

二
〇
一
八
年
十
一
月
、
石
濵
の
没
後
五
十
年
を
記
念
す
る
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
関
西
大
学
で
開
催
さ
れ
た
。
筆
者
は
そ
こ
で
の

報
告
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
同
年
八
月
か
ら
石
濵
文
庫
の

未
整
理
資
料
の
調
査
を
行
い
、彼
の
東
京
帝
大
在
学
時
代
の
論
文
、

そ
の
他
の
自
筆
ノ
ー
ト
類
と
と
も
に
『
景
社
紀
事
』
を
見
い
だ
し

た
。
報
告
の
後
、
概
要
を
「
石
濵
文
庫
所
蔵
石
濵
純
太
郎
自
筆
稿

本
類
の
発
見
―
明
治
末
年
の
「
支
那
文
学
科
」
の
学
修
、
大
正
初

年
の
「
文
会
」
の
資
料
と
し
て
―（
４
）」

で
速
報
し
た
。
ま
た
、「
石

濵
純
太
郎
は
、
い
つ
内
藤
湖
南
に
出
会
っ
た
の
か
？
―
新
出
資
料

『
景
社
紀
事
』
の
紹
介
を
兼
ね
て
―（
５
）」

で
は
、『
景
社
紀
事
』
の
記
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述
を
も
と
に
表
1
「
景
社
題
名
に
見
え
る
同
人
一
覧
」、
表
２
「
景

社
会
合
一
覧
」
を
作
成
、
掲
載
し
た
。
そ
の
後
、
関
西
大
学
の
研

究
者
と
の
「
内
藤
文
庫
お
よ
び
石
濵
文
庫
所
蔵
資
料
の
調
査
と
整

理
に
関
す
る
共
同
研
究
」
に
よ
り
『
景
社
紀
事
』
を
撮
影
し
、
こ

こ
に
画
像
を
公
開
す
る
こ
と
を
得
た（
６
）。

『
景
社
紀
事
』
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

Ａ
．
体
裁

縦
二
五
㎝
×
横
一
七
・
五
㎝　

紙
縒
綴
じ
の
抄
本
一
冊
。
表
紙

除
き
三
九
葉
だ
が
、
書
き
込
み
が
あ
る
の
は
最
初
か
ら
二
九
葉
ま

で
。
葉
数
表
記
な
し
（
以
下
の
葉
数
表
記
は
、
筆
者
が
本
文
の
一

枚
目
か
ら
数
え
て
つ
け
た
も
の
）。
表
紙
左
肩
に
外
題
「
景
社
紀 

事
」
直
書
（
本
文
と
の
比
較
で
西
村
天
囚
の
書
と
分
か
る
）。
本

文
は
青
い
罫
の
「
景
社
文
稿
」
原
稿
用
紙
に
、
墨
書
（
一
部
朱
墨
、

朱
印
あ
り
） 

。
二
九
葉
裏
に
は
、
以
下
の
三
紙
が
挟
み
込
ま
れ
て

い
た
。
①
「
景
社
文
稿
」
原
稿
用
紙
に
記
さ
れ
た
会
合
記
録
の
書

き
か
け
1
枚
、
②
巻
紙
に
記
さ
れ
た
年
次
記
録
の
草
稿
ら
し
き
も

の
（
大
正
七
年
一
月
廿
五
日
の
少
し
前
か
ら
十
月
に
か
け
て
の
月

日
が
記
さ
れ
る
）、
③
昧
盦
先
生
あ
て
石
濵
純
太
郎
書
簡
。

Ｂ
．
景
社
同
約　
（
１
葉
表
～
２
葉
表
）

冒
頭
に
「
景
社
同
約
」
と
題
さ
れ
、
末
尾
に
は
、「
明
治
四
十

四
年
辛
亥
二
月
社
末
西
村
時
彦
識
」
の
識
語
が
あ
る
。
行
を
変
え

て
1
葉
の
最
後
ま
で
朱
墨
の
同
筆
で
小
牧
櫻
泉
の
社
約
に
つ
い
て

の
発
言
が
引
用
さ
れ
、２
葉
表
の
冒
頭
か
ら
の
附
記
の
最
後
に「
大

正
乙
卯
一
月
邨
彦
又
識
」
と
あ
る
。

Ｃ
．
景
社
題
名　
（
３
葉
表
～
５
葉
裏
）

同
人
名
を
列
挙
し
た
「
景
社
題
名
」
に
は
、
二
七
人
の
氏
名
や

通
称
、
字
号
、
出
身
地
、
入
社
の
年
月
、
入
社
時
の
年
齢
、
住
所

が
順
に
記
さ
れ
る
。
な
お
、
29
葉
裏
に
は
、
狩
野
直
喜
ほ
か
六
人

と
小
牧
昌
業
の
計
七
人
の
氏
名
と
住
所
が
記
さ
れ
る
。「
景
社
題

名
」
の
部
分
と
４
人
が
重
複
す
る
。
29
葉
に
記
載
の
人
物
も
含
め

る
と
全
体
で
三
十
人
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

Ｄ
．
景
社
紀
事　
（
７
葉
表
～
28
葉
表
）

「
景
社
紀
事
」
は
本
冊
子
の
題
名
で
あ
る
と
と
も
に
、
毎
回
の

幹
事
（
各
回
の
末
尾
に
「
幹
事
某
某
記
」
と
あ
る
）
が
ま
わ
り
も

ち
で
担
当
し
た
会
合
の
記
録
で
あ
る
。
冊
子
自
体
も
次
の
幹
事
へ

回
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
記
さ
れ
た
最
後
の
幹
事
が
籾

山
逸
で
あ
る
の
に
、
石
濵
の
手
元
に
『
景
社
紀
事
』
が
残
っ
た
理

由
は
未
詳
で
あ
る
。
記
さ
れ
た
会
合
は
合
計
二
六
回
。

以
下
、
表
紙
か
ら
記
載
の
あ
る
最
後
の
29
葉
ま
で
、
お
よ
び
上

述
の
三
紙
①
②
③
の
画
像
を
示
す
。
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注（
本
稿
で
は
、
諸
文
献
で
「
石
浜
」「
石
濱
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
も
「
石

濵
」
に
統
一
し
た
。）

（
１
）	

た
と
え
ば
近
年
発
見
さ
れ
た
西
村
天
囚
関
係
資
料
中
の
「
景
社
題
名
第

三
」は
、『
景
社
紀
事
』（
20
葉
表
裏
）等
と
対
照
す
る
と
、大
正
五
年（
一

九
一
六
）
七
月
十
六
日
の
京
都
の
麗
澤
社
、
大
阪
の
景
社
の
第
三
回
連

合
会
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
「
題
名
」

に
つ
い
て
は
湯
浅
邦
弘
「
西
村
天
因
の
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
種
子
島

西
村
家
所
蔵
資
料
を
中
心
と
し
て
―
」『
懐
徳
』八
七
号
、二
〇
一
九
年
、

一
七
～
一
九
頁
、
お
よ
び
同
「
石
濵
純
太
郎
・
石
濵
恒
夫
と
懐
徳
堂
」、

吾
妻
重
二
編
著
『
東
西
学
術
研
究
と
文
化
交
渉
―
石
濵
純
太
郎
没
後
50

年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
』
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
九

年
、
二
九
〇
～
二
九
一
頁
参
照
。

（
２
）	「
懐
徳
堂
記
念
会
年
表
」『
懐
徳
堂
記
念
会
百
年
誌
』
財
団
法
人
懐
徳
堂

記
念
会
、
二
〇
一
〇
年
、
四
四
頁
。

（
３
）	『
景
社
紀
事
』
17
葉
裏
。
な
お
後
述
の
拙
稿
「
石
濵
純
太
郎
は
、
い
つ

内
藤
湖
南
に
出
会
っ
た
の
か
？
―
新
出
資
料
『
景
社
紀
事
』
の
紹
介
を

兼
ね
て
―
」
参
照
。

（
４
）	『
待
兼
山
論
叢
・
文
化
動
態
論
』
第
五
二
号
、
二
〇
一
八
年
、
二
一
～

三
九
頁
。

（
５
）	

前
掲
の
吾
妻
重
二
編
著
『
東
西
学
術
研
究
と
文
化
交
渉
』
二
九
七
～
三

一
六
頁
所
収
。
表
1
は
同
人
二
七
名
の
氏
名
・
通
称
・
字
號
・
出
身
・

入
社
年
月
・
年
齢
な
ど
を
載
せ
た
。
な
お
通
番
十
一
の
武
内
義
雄
の
通

称
欄
に
「
元
造
」
と
あ
る
の
は
表
の
右
隣
り
の
藤
澤
元
の
通
称
の
誤
記

で
、
訂
正
し
た
い
。
表
２
「
景
社
会
合
一
覧
」
は
全
二
六
回
の
開
催
年

月
日
・
場
所
・
幹
事
・
出
席
者
な
ど
を
載
せ
た
が
、
各
回
の
概
要
記
述

と
同
人
が
持
ち
寄
っ
た
作
品
の
題
名
は
割
愛
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
注

16
に
は
『
待
兼
山
論
叢
』
所
載
の
拙
稿
の
訂
正
を
載
せ
る
。

（
６
）	

筆
者
は
前
二
稿
（
注
４
、
５
）
の
段
階
で
は
翻
印
を
予
定
し
て
い
た
が
、

景
社
同
人
ら
の
筆
跡
を
も
知
り
う
る
影
印
を
公
刊
す
る
こ
と
が
急
務
と

考
え
た
。
本
稿
は
、
関
西
大
学
研
究
拠
点
形
成
支
援
経
費
（
二
〇
二 

〇
～
二
一
年
度
、
代
表
：
玄
幸
子
教
授
）
の
成
果
で
あ
る
。
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